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は
じ
め
に

世
界
各
国
の
広
義
の
証
券
化
商
品
市
場
に
つ
い
て
、
米
国
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
証
券
化
商
品
（
Ｒ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）
を
中
心
に
、
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
す
る
混
乱
へ
の
対
応
策
と
し
て
の
様
々
な
制
度
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
で

は
、
原
債
権
（
裏
付
け
資
産
）
に
か
か
る
情
報
の
伝
達
・
開
示
の
程
度
を
高
め
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
（
１
）

と
並
ん
で
、
証
券
化
商

品
の
組
成
・
販
売
を
行
う
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
が
原
債
権
の
リ
ス
ク
を
一
定
程
度
保
有
す
る
よ
う
仕
向
け
る
こ
と
に
よ
り
市
場
全
体
の

公
正
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
な
い
し
ス
キ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・
ゲ
ー

ム
と
い
わ
れ
る
発
想
に
よ
る
証
券
化
商
品
市
場
の
制
度
変
更
が
、
米
国
に
お
け
る
金
融
制
度
改
革
の
大
き
な
動
き
の
中
で
進
み
つ
つ

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
向
性
は
、
様
々
な
債
権
の
リ
ス
ク
の
分
散
を
図
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
を
も
つ
証
券
化
と
い
う
金
融
手
法

に
つ
い
て
従
来
と
は
異
質
な
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
証
券
化
商
品
市
場
に
と
っ
て
規
制
強
化
が
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
出
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。

１
　
証
券
化
商
品
に
か
か
る
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
と
は

リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
（risk

retention

）
と
は
、
広
義
に
は
特
定
の
リ
ス
ク
に
起
因
す
る
損
失
の
負
担
を
受
容
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、
証
券
化
商
品
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
が
原
債
権
の
一
定
割
合
を
常
時
保
有
す
る
こ
と
を
義
務

規
制
強
化
迫
ら
れ
る
証
券
化
商
品
市
場

横
山
　
史
生



付
け
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
あ
る
主
体
が
ゲ
ー
ム
の
傍
観
者
で
は
な
く
ゲ
ー
ム
の
勝
敗
が
当
該
主
体
に
影
響
す
る
よ
う

な
状
態
に
置
か
れ
る
と
い
う
意
味
合
い
で
、
ス
キ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
（skin

in
the

gam
e

）
と
も
呼
ば
れ
る
。「
証
券
化
す

る
こ
と
で
原
債
権
の
リ
ス
ク
を
投
資
家
に
全
て
転
嫁
で
き
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
は
原
債
権
の
質
を
真
剣
に
評
価
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
低
下
す
る
と
い
う
問
題
を
軽
減
す
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
に
も
証
券
化
商
品
を
持
た
せ
、
安
易
な
証
券
化
を
行
っ

た
ら
、
自
ら
も
痛
む
構
造
に
し
よ
う
と
い
う
発
想
」
（
２
）

で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
に
基
づ
く
制
度
的
な
義
務
付
け
を
行
う

場
合
に
つ
い
て
は
、「
リ
ス
ク
の
定
量
保
有
義
務
」
と
い
っ
た
訳
語
を
当
て
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

２
　
国
際
政
策
協
調
レ
ベ
ル
で
の
動
向

証
券
化
商
品
市
場
に
お
け
る
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
の
制
度
化
の
必
要
性
を
説
く
議
論
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
Ｇ
２
０
ロ
ン
ド

ン
・
サ
ミ
ッ
ト
（
金
融
・
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳
会
合
）
が
取
り
纏
め
た
「
金
融
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
関
す
る
宣
言
」
（
３
）

の
中
に
登

場
し
て
い
る
。
同
宣
言
は
、
金
融
機
関
の
健
全
性
規
制
に
関
す
る
諸
項
目
の
う
ち
の
「
証
券
化
の
リ
ス
ク
管
理
改
善
」
に
お
い
て

「
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
お
よ
び
各
国
当
局
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
お
よ
び
定
量
的
な
保
有
義
務

（quantitative
retention

requirem
ents

）
を
考
慮
す
る
こ
と
を
含
め
、
証
券
化
の
リ
ス
ク
管
理
に
係
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
改
善

す
る
作
業
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
た
そ
の
後
の
動
き
と
し
て
、
ま
ず
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
「
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
の
枠
組
み
の

強
化
（E
nhancem

ents
to

the
B

aselII
fram

ew
ork

）」
（
４
）

は
、「
最
低
所
要
自
己
資
本
に
お
け
る
、
一
部
の
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ

ャ
ー
に
関
す
る
取
扱
い
を
強
化
す
る
。
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
導
管
体
に
対
す
る
短
期
の
流
動
性
補
完
に
係
る
掛
目
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、

再
証
券
化
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
所
謂
Ａ
Ｂ
Ｓ
―
Ｃ
Ｄ
Ｏ
）
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
商
品
に
内
在
す
る
リ
ス
ク
を
よ
り
適
切
に
反
映
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す
る
た
め
、
よ
り
高
い
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
を
導
入
す
る
。
ま
た
、
当
委
員
会
は
、
銀
行
が
外
部
格
付
を
付
与
さ
れ
た
証
券
化
エ
ク

ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
、
一
層
厳
格
な
信
用
分
析
を
実
施
す
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
リ
ス
ク
・
リ

テ
ン
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
の
制
度
化
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。

リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
を
国
際
政
策
協
調
の
レ
ベ
ル
で
明
示
的
に
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
証
券
監
督
者
国
際
機
構
（
Ｉ

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
が
二
〇
〇
九
年
九
月
に
公
表
し
た
「
非
規
制
金
融
市
場
・
商
品
に
関
す
る
最
終
報
告
書
（U

nregulated
F

inancial

M
arkets

an
Products-F

inal
R

eport

）」
（
５
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
報
告
書
は
、
証
券
化
商
品
市
場
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル

ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）
市
場
に
か
か
る
透
明
性
向
上
お
よ
び
強
固
な
監
督
の
導
入
、
投
資
家
か
ら
の
信
頼
回
復
、
市
場
の
質
の

改
善
に
向
け
た
規
制
措
置
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
証
券
化
商
品
市
場
に
関
す
る
概
要
以
下
の
よ
う

な
提
言
の
う
ち
（
１
）
①
の
部
分
が
、
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
誤
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
是
正

①
証
券
化
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
関
係
者
の
利
害
を
適
切
に
調
整
さ
せ
る
た
め
に
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
／
ス
ポ
ン
サ
ー
に
、

証
券
化
商
品
へ
の
長
期
的
な
経
済
的
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
保
有
を
求
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

②
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
ス
ポ
ン
サ
ー
／
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
が
行
っ
た
全
て
の
検
証
及
び
リ
ス
ク
確
認
活
動
に
つ
い
て
、
発
行
者
か

ら
投
資
家
に
対
し
て
開
示
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

③
発
行
者
が
用
い
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
が
提
供
す
る
意
見
・
サ
ー
ビ
ス
が
、
証
券
化
商
品
を
取
得
す
る
投
資
家
の
判
断
に
影
響
を

与
え
う
る
場
合
に
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
の
発
行
者
か
ら
の
独
立
性
を
求
め
る
。

④
証
券
化
商
品
の
残
存
期
間
中
、
発
行
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
が
報
告
の
即
時
性
を
維
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
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（
２
）
実
務
上
の
リ
ス
ク
管
理
の
改
善

①
原
資
産
プ
ー
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
す
る
発
行
時
お
よ
び
継
続
的
な
情
報
を
含
め
、
発
行
者
が
投
資
家
に
対
し
て
行
う
開
示

の
改
善
に
対
す
る
規
制
上
の
支
援
を
提
供
す
る
。
開
示
は
、
発
行
体
に
対
し
て
直
接
も
し
く
は
間
接
的
な
債
務
を
持
つ
関
係
者
の

信
用
度
の
詳
細
に
つ
い
て
も
含
む
も
の
と
す
る
。

②
洗
練
さ
れ
た
投
資
家
の
定
義
と
投
資
家
へ
の
適
合
性
要
件
を
見
直
し
、
関
連
市
場
に
お
い
て
適
切
に
こ
れ
ら
の
要
件
を
強
化
す

る
。

③
複
雑
な
金
融
商
品
の
理
解
に
役
立
つ
手
法
の
開
発
を
投
資
家
に
促
す
。

３
　
米
国
に
お
け
る
金
融
制
度
改
革
の
中
で
の
動
向

（
１
）
財
務
省
「
金
融
規
制
改
革
案
」

米
国
政
府
に
よ
る
広
範
な
金
融
規
制
改
革
案
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
財
務
省
プ
ラ
ン
（
６
）

で
は
、
証
券
化
商
品
市
場
に
か
か
る
制
度
改

善
の
方
向
性
は
「
Ⅱ．

金
融
市
場
に
対
す
る
包
括
的
規
制
の
確
立
」
の
中
の
「
Ａ．

証
券
化
市
場
へ
の
監
督
・
規
制
の
強
化
」
に
お

い
て
四
項
目
に
わ
た
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（
表
１
）。
す
な
わ
ち
、
①
証
券
化
さ
れ
る
資
産
の
信
用
リ
ス
ク
の
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
な

い
し
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
る
保
有
、
②
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
な
い
し
ス
ポ
ン
サ
ー
の
報
酬
と
原
債
権
の
長
期
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の

連
動
性
の
確
保
、
③
原
債
権
に
関
す
る
情
報
の
透
明
性
向
上
お
よ
び
証
券
化
商
品
の
流
通
価
格
に
か
か
る
透
明
性
向
上
、
④
証
券
化

商
品
格
付
け
に
か
か
る
規
制
の
強
化
、
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
①
を
詳
細
に
み

る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

「
証
券
化
商
品
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
市
場
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
貸
出
主
体
お
よ
び
証
券
化
主
体
が
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
裏
付
け
資
産
の
パ
フ
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ォ
ー
マ
ン
ス
を
考
慮
す
る
十
分
な
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
裏

付
け
資
産
の
質
に
関
す
る
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ

ェ
ン
ス
を
十
分
に
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
弱

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

Ａ
Ｂ
Ｓ
の
仕
組
み
が
複
雑
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
さ
ら
に
助
長
さ
れ
、
ま
た
、
情
報
開
示
の
あ

り
方
が
不
適
切
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
貸
出
主

体
・
証
券
化
主
体
と
投
資
家
の
間
で
の
情
報
ギ

ャ
ッ
プ
が
拡
大
し
た
。

連
邦
銀
行
監
督
機
関
は
、
証
券
化
エ
ク
ス
ポ

ー
ジ
ャ
ー
の
信
用
リ
ス
ク
の
五
％
相
当
部
分
を

保
有
す
る
よ
う
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
な
い
し
ス
ポ

ン
サ
ー
に
求
め
る
規
則
を
制
定
す
べ
き
で
あ

る
。
当
該
規
則
は
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
が
当
該

規
則
に
従
っ
て
保
有
す
べ
き
リ
ス
ク
を
直
接
ま

た
は
間
接
に
ヘ
ッ
ジ
し
ま
た
は
移
転
す
る
こ
と

を
禁
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
と
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
間
の
経
済
的
関
係
を
損
な
う
よ
う
な
操
作
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

（68）

表１　米国財務省「金融規制改革：金融規制監督の再建のための
新たな基盤」（2009年６月）の構成

（出所）U.S. Department of the Treasury, Financial Regulatory Reform, A New
Foundation: Rebuilding Financial Supervision and Regulation, June 17, 2009.
(http://www.financialstability.gov/docs/regs/FinalReport_web.pdf)

Ⅰ．金融機関に対する強固な監督・規制の促進
Ａ．金融サービス監督協議会の創設
Ｂ．大規模連鎖金融機関に対する連結規制監督の強化
Ｃ．銀行持株会社の自己資本その他の健全性規制の強化
Ｄ．銀行規制の抜け穴の閉鎖
Ｅ．CSEプログラムの廃止
Ｆ．ヘッジファンドその他私募ファンドの登録義務
Ｇ．MMFの取り付けに対する脆弱性の軽減
Ｈ．保険部門に対する監督の強化
Ｉ．政府支援機関（GSE）の役割の見直し

Ⅱ．金融市場にかかる包括的な規制の確立
Ａ．証券化市場の監督・規制の強化
Ｂ．CDSを含むすべての店頭デリバティブにかかる包括的規制の導入

Ⅲ．金融にかかる濫用からの消費者･投資者の保護
Ａ．金融消費者保護庁の創設
Ｂ．消費者保護の改善
Ｃ．投資家保護の強化

Ⅳ．政府による金融危機管理に必要な手段の整備
Ａ．銀行持株会社の破綻救済スキームの創設
Ｂ．FRBによる緊急貸付権限の改正

Ⅴ．国際規制基準の向上と国際協力の改善



防
ぐ
た
め
に
肝
要
で
あ
る
。

連
邦
銀
行
監
督
機
関
は
、
リ
ス
ク
を
保
有
す
る
方
式
（
た
と
え
ば
劣
後
部
分
と
す
る
か
あ
る
い
は
全
ト
ラ
ン
シ
ェ
か
ら
等
分
と
す

る
か
）
お
よ
び
リ
ス
ク
を
保
有
す
る
短
期
間
に
つ
い
て
定
め
、
ま
た
必
要
な
場
合
に
リ
ス
ク
保
有
義
務
に
関
す
る
例
外
規
程
お
よ
び

調
整
規
程
（
五
％
よ
り
高
い
か
ま
た
は
低
い
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
、
安
全
性
お
よ
び
公
正
性
の
観
点
か
ら
リ
ス
ク
保
有
の
ヘ
ッ
ジ

禁
止
規
程
の
適
用
を
免
除
す
る
こ
と
等
）
を
定
め
る
権
限
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る
。」

（
２
）
い
わ
ゆ
る
金
融
規
制
改
革
法
案

二
〇
〇
九
年
半
ば
以
降
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
金
融
規
制
改
革
法
案
の
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
上
下
両
院
そ
れ

ぞ
れ
の
法
案
の
内
容
は
、
概
ね
財
務
省
プ
ラ
ン
を
反
映
す
る
形
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
の
制
度
化
、
つ

ま
り
定
量
保
有
義
務
の
導
入
を
含
む
証
券
化
商
品
市
場
に
か
か
る
改
革
の
制
度
化
の
試
み
も
、
上
述
の
財
務
省
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

下
院
で
は
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
「
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
改
革
・
消
費
者
保
護
法
案
（W

all
S

treet
R

eform
an

d

C
onsum

er
Protection

A
ct:H

.R
.4173

）」
が
本
会
議
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
七
編
か
ら
な
る
包
括
的
な
法
案
で
あ
り
（
７
）（

表

２
）、
証
券
化
商
品
に
関
し
て
は
「
第
一
編
　
金
融
安
定
性
改
善
法
案
（F

inancial
Stability

Im
provem

ent
A

ct

）」
の
「
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
Ｆ
　
証
券
化
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
（Im

provem
ents

to
the

A
sset-B

acked
Securitization

Process

）」
に
お
い
て
、
①
信

用
リ
ス
ク
保
有
の
義
務
付
け
、
②
裏
付
け
資
産
に
か
か
る
開
示
の
改
善
、
③
情
報
提
供
に
か
か
る
保
証
、
の
三
点
に
渡
る
新
規
の
制

度
化
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（H

.R
.4173,Section

1502,1503,1504

）。
こ
の
う
ち
の
①
が
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
当
た
る

が
、
②
③
も
含
め
て
要
点
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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①
一
九
三
三
年
証
券
法
に
第
二
九
条

「
信
用
リ
ス
ク
の
保
有
（credit

risk

retention

）」
を
新
設
し
、
ロ
ー
ン

の
貸
し
手
（creditor

）
が
第
三
者

へ
転
売
す
る
（
資
産
担
保
証
券
Ａ
Ｂ

Ｓ
の
裏
付
け
プ
ー
ル
へ
組
込
む
目
的

に
よ
る
場
合
を
含
む
）
ロ
ー
ン
の
信

用
リ
ス
ク
の
相
当
部
分
（m

aterial

portion

）
に
か
か
る
経
済
的
利
害

（econom
ic

interest

）
を
保
有
す

る
こ
と
（retain

）
を
義
務
付
け
、

ま
た
証
券
化
主
体
（securitizer

）

が
Ａ
Ｂ
Ｓ
を
発
行
す
る
た
め
の
裏
付

け
と
し
て
用
い
る
資
産
の
相
当
部
分

に
か
か
る
経
済
的
利
害
を
保
有
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。
上
記
「
相
当
部
分
」
は
原
則
五
％
と
す
る
が
、
ロ
ー
ン
貸
し
手
ま
た

は
証
券
化
主
体
に
よ
る
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
当
局
の
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
ま
た
は
転
売
さ
れ
る
貸
出
債

権
の
信
用
リ
ス
ク
が
小
さ
い
場
合
に
は
五
％
未
満
と
す
る
か
ま
た
は
こ
れ
を
免
除
し
、
転
売
者
に
よ
る
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン

ス
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
に
は
五
％
以
上
と
す
る
。
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表２　米国下院「ウォールストリート改革・消費者保護法案
（Wall Street Reform and Consumer Protection Act）」
（2009年12月）の構成

（出所）H.R. 4173, Wall Street Reform and Consumer Protection Act of 2009
（米国連邦議会下院金融サービス委員会ホームページ　http://
financialservices.house.gov/Key_Issues/Financial_Regulatory_
Reform/Financial_Regulatory_Reform.htmlに掲載）

第１編　金融安定性改善法案
Ａ　金融サービス監督協議会
Ｂ　金融安定性確保のための金融機関健全性規制
Ｃ　預金取扱機関にかかる連邦監督規制の改善
Ｄ　銀行持株会社および預金取扱機関にかかる規制の改善
Ｅ　連邦預金保険基金の改善
Ｆ　資産証券化プロセスにかかる改善
Ｇ　Enhanced Dissolution Authority
Ｈ　金融危機管理にかかる改善
Ｉ　その他
Ｊ　国際的政策協調
Ｋ　国際金融取引にかかる措置
Ｌ　証券持株会社

第２編　金融機関救済措置法案
第３編　店頭デリバティブ市場法案
第４編　金融消費者保護法案
第５編　資本市場

Ａ　プライベートファンド型投資顧問登録法案
Ｂ　格付機関規制法案
Ｃ　投資家保護法案

第６編　連邦保険庁
第７編　モーゲージ改革・略奪的貸付禁止法案



②
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
第
十
五
条
（
ｄ
）
項
（
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
登
録
）
を
改
正
し
、
資
産
担
保
証
券
（
Ａ
Ｂ

Ｓ
）
の
発
行
者
に
対
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
個
々
の
ト
ラ
ン
シ
ェ
ま
た
は
証
券
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
裏
付
け
資
産
に
関
す
る
情
報
を
開
示

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。
そ
の
場
合
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
投
資
家
が
独
自
に
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ロ
ー
ン
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
ま
た
は
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
の
属
性
お
よ
び
報
酬
な
ら
び
に
信
用
リ
ス
ク
の
定
量
保
有
額
等
に
つ

い
て
の
ロ
ー
ン
・
レ
ベ
ル
ま
た
は
資
産
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
を
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

③
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
規
則
に
よ
り
、
証
券
化
商
品
の
裏
付
け
資
産
に
関
す
る
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
情
報
提
供
お
よ

び
そ
の
保
証
に
関
す
る
記
述
を
格
付
け
関
連
情
報
に
含
め
る
こ
と
と
し
、
ま
た
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
引
受
け
に
瑕
疵

（deficiency

）
が
あ
れ
ば
投
資
家
が
そ
れ
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
買
戻
し
条
件
に
関
す
る
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
と

す
る
。

こ
の
う
ち
②
は
、
財
務
省
プ
ラ
ン
で
示
さ
れ
た
諸
点
の
う
ち
の
、
裏
付
け
資
産
に
か
か
る
透
明
性
向
上
と
い
う
方
向
性
を
具
体
的

に
制
度
化
す
る
こ
と
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
証
券
化
商
品
の
開
示
に
か
か
る
連
邦
証
券
規
制
体
系
で
あ
る
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
Ｂ

（SE
C

R
ule

A
sset-B

acked
Securities,R

elease
N

o.33-8518;34-50905;F
ile

N
o.S7-21-04

、
二
〇
〇
五
年
三
月
施
行
）
の
改

正
と
い
う
形
を
取
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
③
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
①
の
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン

シ
ョ
ン
の
制
度
化
と
の
関
連
で
、
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
が
下
院
案
の
概
要
で
あ
る
が
、
一
方
、
上
院
に
お
け
る
金
融
制
度
改
革
法
案
の
審
議
状
況
を
み
る
と
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月

時
点
で
、
上
院
銀
行
委
員
会
（Senate

C
om

m
ittee

on
B

anking,H
ousing

&
U

rban
A

ffairs

）
が
「
米
国
金
融
安
定
性
回
復
法

案
（R

estoring
A

m
erican

F
inancialStability

A
ct

）」
を
公
表
し
て
い
る
。
詳
述
は
省
く
が
、
証
券
化
に
関
す
る
条
文
の
う
ち
リ

ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
に
第
十
五
Ｇ
条

（71）



「
信
用
リ
ス
ク
の
保
有
（credit

risk
retention

）」
を
新
設
し
、
資
産
担
保
証
券
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
の
証
券
化
主
体
（securitizer

）
が

第
三
者
に
転
売
す
る
資
産
の
信
用
リ
ス
ク
の
相
当
部
分
に
か
か
る
経
済
的
利
害
を
保
有
（retain

）
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
上
記

「
相
当
部
分
」
は
原
則
一
〇
％
と
し
、
連
邦
政
府
、
連
邦
政
府
機
関
、
連
邦
政
府
関
連
機
関
が
発
行
ま
た
は
保
証
を
行
う
証
券
化
に

つ
い
て
は
適
用
を
除
外
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

下
院
案
、
上
院
案
を
比
較
す
る
と
、
定
量
保
有
を
義
務
付
け
る
基
準
が
下
院
案
で
は
原
則
五
％
、
上
院
案
で
は
原
則
一
〇
％
と
な

っ
て
い
る
点
、
条
文
化
が
行
わ
れ
る
法
律
が
下
院
案
で
は
一
九
三
三
年
証
券
法
、
上
院
案
で
は
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
と
な
っ

て
い
る
点
に
相
違
が
あ
り
、
今
後
、
成
案
を
得
る
た
め
の
一
本
化
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

４
　
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
の
制
度
化
に
対
す
る
懸
念
と
対
案

証
券
化
商
品
、
特
に
Ｒ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
に
対
し
て
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
規
制
を
導
入
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
定
量
保
有
義
務
を
課
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
行
政
・
立
法
側
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
対
し
て
、
市
場
関
係
者
の
側
か
ら
の
懸
念
・

反
論
も
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
が
原
債
権
を
定
量
保
有
し
て
い
る
こ
と
と
原
債
権
の
ク
オ
リ
テ
ィ
な
い
し

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
が
あ
る
証
券
化
商
品
の
う
ち
特
定
の
ト
ラ
ン
シ
ェ
を
保
有
す
る
と

当
該
証
券
化
商
品
の
保
有
者
全
体
と
の
間
に
利
益
相
反
が
生
じ
る
こ
と
、
定
量
保
有
の
割
合
の
決
定
に
合
理
的
根
拠
は
な
い
こ
と
、

オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
に
お
い
て
定
量
保
有
の
た
め
に
必
要
な
資
金
の
調
達
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
こ
と
、
等
で
あ
る
（
８
）。

特
に
、
米
国
に
お
け
る
Ｒ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
市
場
の
あ
り
方
の
抜
本
的
改
善
を
市
場
参
加
者
の
立
場
か
ら
推
進
し
て
い
る
米
国
証
券
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
（A

m
erican

Securitization
F

orum
：

Ａ
Ｓ
Ｆ
）
は
、
財
務
省
お
よ
び
連
邦
議
会
に
よ
る
金
融
規
制
改
革
の
作
業
に
お
い

て
制
度
化
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
規
制
に
対
し
て
、
原
則
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
（
９
）。

証
券
化
と
い

（72）



う
金
融
手
法
は
本
来
、
様
々
な
債
権
を
そ
の
原
保
有
者
か
ら
切
り
離
す
こ
と
に
よ
り
当
該
債
権
に
伴
う
様
々
な
リ
ス
ク
を
分
散
と
い

う
形
で
管
理
し
、
そ
れ
を
通
し
て
社
会
的
資
本
を
新
た
な
債
権
債
務
関
係
の
構
築
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る

の
で
あ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
に
原
債
権
の
一
部
の
保
有
を
義
務
付
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
規
制
の
導

入
は
、
こ
の
よ
う
な
証
券
化
本
来
の
機
能
・
目
的
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
こ
の
よ
う
な
原
則

反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
上
で
、
仮
に
導
入
す
る
と
し
た
場
合
に
お
け
る
留
意
点
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
①
証
券
化
商
品
の
原
債
権
の
信
用
度
や
証
券
化
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
の
違
い
を
無
視
し
て
義
務
的
保
有
比
率
を
一
律
に

定
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
、
②
証
券
化
に
お
け
る
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
は
、
原
債
権
を
証
券
化
目
的
の
資
産
プ
ー
ル
（
Ｓ

Ｐ
Ｃ
等
）
に
移
転
す
る
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
（
下
院
案
で
はcreditor

）
が
一
義
的
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
証
券
化
商
品
の
発
行

主
体
（
下
院
案
で
はsecuritizer

）
は
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ま
た
は
不
十
分

で
あ
る
場
合
に
の
み
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
を
行
え
ば
よ
い
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
、
③
証
券
化
商
品
の
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ

ン
規
制
の
具
体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
各
国
ご
と
に
重
大
な
相
違
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
際
的
協
調
が
図
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
、
等
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｆ
は
こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
規
制
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
上
で
、
そ
れ
に
代
替
す
べ
き
方
法
と
し
て
、

原
債
権
に
か
か
る
情
報
の
提
供
と
そ
の
保
証
（representation

and
w

arranties

）
を
確
実
に
行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
の

具
体
化
が
、「
Ｒ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
に
関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
保
証
の
標
準
モ
デ
ル
（A

S
F

M
odel

R
M

B
S

R
epresen

tation
an

d

W
arranties

）」（
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）
の
公
表
で
あ
る
（
10
）。

Ａ
Ｓ
Ｆ
に
よ
る
と
、
一
般
に
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
は
原
債
権
を
売
却
す
る
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
へ
の
移
転
を
含
む
）
場
合
、
貸
出
が
実
行
さ

れ
た
際
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
関
連
情
報
な
ら
び
に
関
連
法
規
の
遵
守
状
況
、
担
保
物
件
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

（73）



シ
ョ
ン
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
（represen

tation

）
を
行
い
、
当
該
情
報
が
正
確
か
つ
十
分
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る

（w
arranties

）。
そ
の
上
で
、
売
却
時
に
お
け
る
情
報
提
供
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
売
却
後
に
判
明
し
た
場
合
に
は
売
却
さ
れ
た

原
債
権
を
売
却
価
格
と
等
し
い
価
格
で
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
が
買
戻
す
こ
と
を
、
売
却
時
に
約
定
し
て
お
く
と
い
う
慣
行
が
、
従
来
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
。
原
債
権
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
れ
自
体
は
、
連
邦
証
券
諸
法
・
諸
規
則
、
特
に
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
Ｂ
に

従
っ
て
行
わ
れ
る
法
定
開
示
に
加
え
て
、
業
界
の
自
主
的
対
応
に
よ
っ
て
法
定
開
示
以
上
の
頻
度
で
の
タ
イ
ム
リ
ー
・
デ
ィ
ス
ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
の
形
で
も
行
わ
れ
て
い
る
が
（
11
）、「

情
報
提
供
・
保
証
」
と
は
、
情
報
提
供
の
内
容
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー

が
保
証
し
、
そ
れ
に
背
馳
し
て
い
た
場
合
に
は
買
戻
し
を
行
う
こ
と
を
買
い
手
に
対
し
て
約
定
し
て
お
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
従
来
、
契
約
条
項
が
不
明
確
な
場
合
も
多
く
、
ま
た
住
宅
ロ
ー
ン
貸
出
し
お
よ
び
そ
の
証
券
化
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
が
好

調
で
あ
っ
た
間
は
こ
う
し
た
契
約
を
発
動
す
る
必
要
性
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
が
実
態
で
あ
る
、
と
い
う
。

「
Ｒ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
に
関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
保
証
の
標
準
モ
デ
ル
」
は
、
Ａ
Ｓ
Ｆ
と
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
情
報
提

供
・
保
証
の
仕
組
み
の
改
善
と
標
準
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
Ｒ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
が
組
成
・
販
売
さ
れ
た
後
の
早
い

時
期
に
原
債
権
の
延
滞
の
増
加
等
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
り
Ｒ
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
価
値
が
低
下
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
組
成
・
販
売
時
の
表
明
そ
れ
自
体
に
形
式
的
な
瑕
疵
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
は
買
戻
し
に
応
じ
る
こ
と
と

す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

お
わ
り
に

米
国
で
は
金
融
規
制
改
革
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
証
券
化
商
品
市
場
の
あ
り
方
の
改
善
を
め
ぐ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
原
債
権
の
定
量
保
有
義
務
付
け
と
い
う
、
従
来
に
は
な
い
発
想
に
よ
る
新
た
な
規
制
を
導
入
す
る
こ
と
が
行
政
府
・
立
法
府
に
よ
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っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
市
場
参
加
者
の
側
か
ら
の
懸
念
も
大
き
く
、
情
報
提
供
・
保
証
の
強
化
と
い
う
対
案
も
示

さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
規
制
は
、
証
券
化
と
い
う
金
融
技
術
の
特
性
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
リ
ス
ク
の
分
散
を
図

る
点
に
利
点
が
あ
る
と
い
う
従
来
の
考
え
方
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
制
度
化
さ
れ
た
場
合
、
市
場
実
態
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注（
１
）

拙
稿
「
〈
再
開
〉
に
向
け
情
報
開
示
の
整
備
進
む
証
券
化
商
品
市
場
」、
本
誌
第
一
六
五
六
号
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
２
）

淵
田
康
之
『
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
新
秩
序
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
七
八
頁
を
参
照
。

（
３
）

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。（http://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/kaidan/s_aso/fw
e_09/sengen_fs.htm

l

）

（
４
）

日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。（http://w

w
w

.boj.or.jp/type/release/adhoc09/data/bis0907a.pdf

）

（
５
）

金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。（http://w

w
w

.fsa.go.jp/inter/ios/20090911/03.pdf

）

（
６
）

U
.S.D

epartm
ent

ofthe
T

reasury,FinancialR
egulatory

R
eform

,A
N

ew
Foundation:R

ebuilding
FinancialSupervision

and

R
egulation ,June

17,2009.

（
７
）

下
院
で
は
別
途
、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
「
モ
ー
ゲ
ー
ジ
改
革
・
略
奪
的
貸
付
禁
止
法
案
（T

he
M

ortgage
R

eform
and

A
nti-Predatory

L
ending

A
ct:

H
.R

.1728

）」
を
下
院
本
会
議
で
可
決
し
て
お
り
、
同
法
案
は
、「
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
改
革
・
消
費
者
保
護
法
案

（H
.R

.4173

）」
に
第
七
編
と
し
て
組
込
ま
れ
て
い
る
。H

.R
.1728

で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
貸
し
手
が
当
該
ロ
ー
ン
を
転
売
す
る
際
に
当
該

ロ
ー
ン
の
信
用
リ
ス
ク
の
一
定
部
分
を
保
有
す
る
義
務
を
課
す
条
文
が
盛
込
ま
れ
て
い
た
が
、H

.R
.4173

に
組
込
ま
れ
た
段
階
で
削
除
さ
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れ
て
い
る
。

（
８
）

淵
田
前
掲
書
、
二
八
五
頁
を
参
照
。

（
９
）

A
m

erican
Securitization

F
orum

,C
om

m
ents

and
Suggested

R
evisions

to
Subtitle

F
ofthe

"C
redit

R
isk

R
etention

A
ct

of

2009,"
N

ovem
ber

3,2009.

（http://w
w

w
.am

ericansecuritization.com
/uploadedF

iles/A
SF

Sum
m

aryofH
F

SC
B

illM
arkup.

pdf
）

（
10
）

A
m

erican
Securitization

F
orum

,A
SF

M
odelR

M
B

S
Presentation

and
W

arranties,D
ecem

ber
15,2009.

（http://w
w

w
.

am
ericansecuritization.com

/uploadedF
iles/A

SF
_Project_R

E
ST

A
R

T
_R

eps_and_W
arranties_121509.pdf)

（
11
）

Ａ
Ｓ
Ｆ
自
ら
が
二
〇
〇
九
年
七
月
に
制
定
し
た
発
行
開
示
用
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（T
he

D
isclosure

Package
）」
お
よ
び
継
続
開
示
用
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
「
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（T

he
R

eporting

Package

）」
が
あ
る
。
前
掲
拙
稿
を
参
照
。

（
よ
こ
や
ま
　
し
せ
い
・
客
員
研
究
員
）

（76）


